2014年11月27日

NPO法人ICT救助隊
理事長 藤澤義之
〒142-0063 東京都品川区荏原5-5-3-102
Tel 03-3727-0479
講座実施報告書
― 平成26年度第2回　難病コミュニケーション支援勉強会 沖縄会場 ―
日時：2014年10月4日(土)、5日(日) 時間：10時～16時
場所：沖縄県総合福祉センター　研修室403号
〒903-0804　沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目373-1（TEL：098-882-5811）
参加者数：37名
内訳：作業療法士(OT)4名、言語聴覚士（ST）2名、保健師8名、ケアマネージャー1名、NS名、(PT)2名、(ST)2名、その他12名、患者・家族5名
講師：今井啓二、仁科恵美子　（NPO法人ICT救助隊）
参加費：研修のみ無料。材料費として2,500円（透明文字盤材料費500円、スイッチとブザーの材料費2,000円）、スイッチインターフェイス製作を希望される方は別途1,000円の材料費。
主催：認定NPO法人アンビシャス
助成：田辺製薬株式会社「手のひらパートナープログラム」助成

【カリキュラム】

1 日目 　
10：00　挨拶（NPOアンビシャス　照喜名通）
10：10　コミュニケーションについて（ICT救助隊　仁科恵美子先生）
　　　　透明も地盤づくりと体験（材料費として500円）
11：15　携帯型会話補助機「ぺちゃら」「レッツ・チャット」等体験

　　　　（ICT救助隊　仁科恵美子先生）
12：00　昼食
12：50　意思伝達装置「伝の心」について（ICT救助隊　今井啓二先生）
15：00　オペレートナビについて　（ICT救助隊　今井啓二先生）
15：30　フリーソフトHearty Ladderについて　（ICT救助隊　仁科恵美子先生）
16：10　工作実習「スイッチインターフェイス製作」　（ICT救助隊　今井啓二先生）
　　　　※希望者のみ。材料費として1,000円。
18：00　終了
2 日目 
10：00　スイッチの適合（ICT救助隊　今井啓二先生）
11：00　グループワーク（視線入力、iPad操作体験）
12：00　昼食
12：50　工作実習「オリジナル入力スイッチ＆ブザー製作」（材料費として2,000円）（ICT救助隊　今井啓二先生）
15：00　オリジナルスイッチでHeartyLadderの操作（ICT救助隊　仁科恵美子先生）
15：30　情報交換会
16：00　終了
【写真】
Hearty Ladderのインターフェイスを製作　　　　ゲームパッドを利用して作る
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視線入力のグループワーク　　　　　　　　　　　　オリジナルブザーの製作
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オリジナルスイッチでHearty Ladderの操作体験　　沖縄講座に来てくださった皆さん
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【アンケート集約】
性別
男性：1名、女性：12名
年齢
20代以下：0名、20代：4名、30代：3名、40代：5名、50代以上：1名
1． 意思伝達装置の認知度
透明文字盤
知っていたし使ったこともあった：7
知っていたが使ったことはなかった：5
全く知らなかった：0
無記入：1
口文字
知っていたし使ったこともあった：0
知っていたが使ったことはなかった：5
全く知らなかった：7
無記入：1
レッツ・チャット
知っていたし使ったこともあった：6
知っていたが使ったことはなかった：6
全く知らなかった：0
無記入：1
伝の心
知っていたし使ったこともあった：2
知っていたが使ったことはなかった：8
全く知らなかった：1
無記入：0
オペレートナビ
知っていたし使ったこともあった：1
知っていたが使ったことはなかった：4
全く知らなかった：6
無記入：2
Hearty Ladder

知っていたし使ったこともあった：2
知っていたが使ったことはなかった：4
全く知らなかった：4
無記入：3
スイッチの適合
知っていたし使ったこともあった：2
知っていたが使ったことはなかった：3
全く知らなかった：6
無記入：2
スイッチ等の作成
知っていたし使ったこともあった：0
知っていたが使ったことはなかった：5
全く知らなかった：6
無記入：2
iPadのスイッチ操作（トーキングエンドfor iPadも含む）
知っていたし使ったこともあった：1
知っていたが使ったことはなかった：3
全く知らなかった：7
無記入：2
2．講座についての理解度
透明文字盤
とてもよく理解できた。人に教えられる：4
まだ練習が必要だが、理解できた：6
どちらともいえない：1
まだ不安がある。自信がない：0
全く理解できなかった：0
無記入：2
口文字
とてもよく理解できた。人に教えられる：0

まだ練習が必要だが、理解できた：3
どちらともいえない：3
まだ不安がある。自信がない：4
全く理解できなかった：0
無記入：3
レッツ・チャット
とてもよく理解できた。人に教えられる：4
まだ練習が必要だが、理解できた：7
どちらともいえない：1
まだ不安がある。自信がない：0
全く理解できなかった：0
無記入：1
伝の心
とてもよく理解できた。人に教えられる：0
まだ練習が必要だが、理解できた：9
どちらともいえない：1
まだ不安がある。自信がない：1
全く理解できなかった：0
無記入：2
オペレートナビ
とてもよく理解できた。人に教えられる：0
まだ練習が必要だが、理解できた：5
どちらともいえない：2
まだ不安がある。自信がない：5
全く理解できなかった：0
無記入：1
Hearty Ladder

とてもよく理解できた。人に教えられる：3
まだ練習が必要だが、理解できた：5
どちらともいえない：0
まだ不安がある。自信がない：1
全く理解できなかった：0
無記入：4
スイッチの適合
とてもよく理解できた。人に教えられる：1
まだ練習が必要だが、理解できた：6
どちらともいえない：2
まだ不安がある。自信がない：1
全く理解できなかった：0
無記入：3
スイッチ等の作成
とてもよく理解できた。人に教えられる：1
まだ練習が必要だが、理解できた：6
どちらともいえない：2
まだ不安がある。自信がない：1
全く理解できなかった：0
無記入：3
iPadのスイッチ操作（トーキングエンドfor iPadも含む）
とてもよく理解できた。人に教えられる：3
まだ練習が必要だが、理解できた：2
どちらともいえない：4
まだ不安がある。自信がない：1
全く理解できなかった：0
無記入：3
３．受講しての感想、聞きたかったことなどをお書きください。
・すごく勉強になりました。もっと多くの人へも広めていければと思いました。あろがとうございました。お疲れ様でした。これからも頑張って下さい。
・2日間の講習で1日のみ参加でスイッチの作成時おくれをとってしまった。色々なスイッチの方法があるので、勉強になりました。
・とても楽しく、あっという間でした。スイッチを作ることができて、とても良かったです。
・コミュニケーションがとれないのは、本人様、そして支援者、ご家族様共につらいことでその課題について、自分自身まだまだ知らないことばかりでなやんでいましたが、今回講座に参加して、色々な使い方1人1人に合ったコミュニケーション方法を１つでも知ることが大切だと思いました。ICT救助隊の先生方、アンビシャスのスタッフの皆様、北部保健所上原さんに感謝。ありがとうございました。
・パソコン操作が多く、目がつかれることが多かったのですが、患者さんはこのような思いをしているのだと改めて実感しました。スイッチ作成はとても楽しかったです。これを機会にスイッチの研究をしてみようかなと思います。
・見たことのないオーダーメイドのスイッチやその作成方法を知れたので今後のスイッチ作成や適合に役立てたいと思います。本当にありがとうございました。
・今回2回目（何年か前にも来たことある）だが、実際にリハで使用する人もいて、もう一度ならいたいなーと思っていました。実際にいろいろな体験ができたので、とてもよかった。２日間ありがとうございます。

・ALSの担当利用者さんと文字盤を使ってスムーズにお話しする事ができる事を目標に今回の講座を受けました。とても楽しく受けることができ、コツもつかめました。とても良かったです。ありがとうございます。
・透明文字盤の使い方が初めて理解できたので、勉強になった。
・コミュニケーション機器それぞれの特徴が学べたので、対象者に合った物が選択できるようにアドバイスできたら、と思う。スイッチなど毎日使う物は、本人又は家族が作成することで愛着がわくもの、かわいいものを使用できたらいいな、と感じた。
・2日間、楽しく参加することができました。まだまだ奥深く、自分のものには、なるのに時間がかかりそうですが、ノウハウがあるということがわかりよかったです。ありがとうございました。
4．患者さんへの導入
今回ご紹介した方法は患者さんに導入できそうですか。
できると思う：3
たぶんできると思う：8
どちらとも言えない：2
やや難しいと思う：0
無理だと思う：0
５．次回コミュニケーション支援の講座を受けるとしたらどのような内容を希望されますか
・スイッチの適合方法や作り方又は意思伝達装置の使用方法、今後も教えてほしいと思います。
・スイッチの適合判断、ケーススタディ。
・スイッチ導入のための事例検討（事例検討まではいかなくても、体験談紹介のようなもの）があれば、参加してみたいです。

・伝の心の細かな操作方法やスイッチ作成のもっと応用編を体験できればありがたいです。
・疾患、障害部位、程度によって適したスイッチ、事例によって適したコミュニケーション機器など事例もみてみたい。
以上

